
2007年度 大学英語教育学会（JACET）関西支部秋季大会 

大会テーマ ： 日本における英語教育の課題と展望 

JACET Kansai Chapter 2007 Fall Conference 
                                                                                                               

支部長：木村 博是  JACET-Kansai 事務局： 〒522-8533 彦根市八坂町2500 

                    滋賀県立大学 小栗 裕子研究室内  Tel: 0749-28-8252 Fax: 0749-2８-8619 

E-mail: yoguri@ice.usp.ac.jp    URL: http://www.jacet-kansai.org/ 

                    振込口座： 00940−4−187715大学英語教育学会関西支部 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

日時 / Date：  2007年10月13日（土）     Saturday, October 13, 2007 

受付開始：12 時 30分      滋賀県立大学 交流センター ホワイエ     

          Registration from 12:30 p.m.    
場所 / Venue： 滋賀県立大学 交流センター    The University of Shiga Prefecture   

〒522-8533 彦根市八坂町2500  Center for Academic and Cultural Exchange 

資料代 / Fee：  会員（Members）：無料（Free）  非会員（Non-members）：1,000円 （1,000 yen） 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

 

PROGRAM 

              総合司会:  小栗 裕子 （滋賀県立大学） 

              Chair: OGURI Yuko (The University of Shiga Prefecture) 

１. 開会式 / Opening   13:00-13:15  【交流センターホール】  

支部長挨拶  木村 博是 （近畿大学）  KIMURA Hiroshi (Kinki University) 

会場校挨拶  曽我 直弘 (滋賀県立大学 理事長）SOGA Naohiro (President, The University of Shiga 

Prefecture) 

出展賛助会員紹介 

 

２. ワークショップ / Workshop  13:20-14:50 

第1 室  Session 1 【研修室 １ (1 階)】 (in Japanese)  

アジア諸国における小学校の英語教育から日本は何を学ぶか 

What Can We Learn from Primary School English Education in Asia? 

河原 俊昭 KAWAHARA Toshiaki (京都光華女子大学 Kyoto Koka Women’s University) 

川畑 松晴 KAWABATA Matsuharu（金沢学院大学 Kanazawa Gakuin University) 

後藤田 遊子 GOTODA Yuko（北陸学院短期大学 Hokuriku Gakuin Junior College) 

辻 伸幸 TSUJI Nobuyuki (和歌山大学教育学部附属小学校 Elementary School Affiliated with the 

Department of Education of Wakayama University) 

仲 潔 NAKA Kiyoshi（九州女子大学 Kyushu Women’s University） 
 
  

３. 発表 / Presentations  13:20-15:00 
 

第2 室 Session 2  実践報告 & 研究発表 Report on Classroom Activities & Research Paper        

【研修室 ５ （2階）】 

      司会  日野 信行 HINO Nobuyuki （大阪大学 Osaka University） 

 

http://www.ryukoku.seikyou.ne.jp/home/87858/


<実践報告 １ Report on Classroom Activities> 13:20-13:50 （in Japanese and English） 

発見学習のための大学院生TAを活用した学部英語科目における作文課題の実践 

Writing Assignments for ‘Discovery Learning’ in Undergraduate English Courses with Graduate Students 

as TAs 

梅咲 敦子 (UMESAKI Atsuko) (立命館大学 Ritsumeikan University） 

ゴードン・ラッツラフ (Gordon RATZLAFF) 立命館大学 Ritsumeikan University） 

平尾 日出夫 (HIRAO Hideo) (立命館大学 Ritsumeikan University） 

 

＜研究発表 1 Research Paper>  13:55－14:25 （in Japanese） 

実践的コミュニケーション能力向上に資する外国語語彙学習教材作成システムの開発   

Development of Authoring System for Creating Vocabulary Courseware 

竹蓋 順子 TAKEFUTA Junko （大阪大学 Osaka University） 

 

＜研究発表 2 Research Paper> 14:30-15:00   (in Japanese ) 

経済学部出身者の職場における英語使用に関する質問紙調査 

Needs for English in the Japanese Workplace: A Survey of Economics Graduates 

清水 裕子 SHIMIZU Yuko （立命館大学 Ritsumeikan University） 

 

第3室 Session 3 【研修室 ７ （2階）】 

司会 甲斐 雅之 KAI Masayuki (京都女子大学 Kyoto Women’s University) 

＜研究発表 3  Research Paper> 13:20-13:50 (in Japanese)  

日本人英語学習者の発話に発話潜時の違いが及ぼす影響―復唱課題および自由回答式質問課題に基づく

心理言語学実験― 

The effect of different latencies on the utterance for Japanese EFL learners: A psycholinguistic study 

based on repeating and open question tasks 

森下 美和 MORISHITA Miwa （神戸大学・大学院生 Graduate Student, Kobe University） 

 

＜研究発表 4  Research Paper> 13:55-14:25  (in Japanese) 

タスクモードの違いが英語の冠詞使用に与える影響： 日本人英語学習者のアウトプット分析から 

The influence of task mode differences on the use of English articles: An analysis of Japanese EFL 

learner output 

福田 真里 FUKUDA Mari  (神戸大学・大学院生 Graduate Student, Kobe University) 

田中 順子 TANAKA Junko （神戸大学大学院 Graduate School of Intercultural Studies,  

Kobe University） 

＜研究発表 5  Research Paper> 14:30-15:00  (in Japanese) 

再帰代名詞の省略と意味論的研究 

The Omission of Reflexive Pronouns and Semantic Study 

井上 卓 INOUE Takashi  (関西学院大学・大学院生Graduate Student, Kwansei Gakuin University) 

 

◇◇◇◇◇◇休 憩 Break (15:00～15:30)◇◇◇◇◇◇ 

賛助会員による展示・販売（ホワイエ）の時間です。 是非お立ち寄り下さい。 

Visit the publishers' section at the foyer. 

なお、休憩スペース（ホワイエ）には、飲み物、お菓子を用意しております。ご利用ください。 

Light refreshments are provided at the foyer. 
 

 



4．基調講演 / Keynote Lecture  15:30-17:10 【交流センターホール】 (in Japanese) 

演題：「確かな文法と豊かなコミュニケーション」 

 Grammar Liberates Communication 

 
講師 / Lecturer    岡田 伸夫 OKADA Nobuo（大阪大学 Osaka University） 

司会 / Moderator  林 桂子 HAYASHI Keiko（広島女学院大学 Hiroshima Jogakuin University） 

 
 

5． 閉会式 / Closing      17:10-17:20 【交流センターホール】 
 閉会の辞 山本 英一 YAMAMOTO Eiichi  (関西大学 Kansai University) 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
 

懇親会 / Party         17:30-19:30 

     司会・進行 奥田 隆一 OKUDA Takaichi   (和歌山大学 Wakayama University) 

会場 / Place  看護棟食堂 （交流センターすぐ横） Cafeteria  

会費 ： ノンアルコールの場合： 一般会員 ３，０００円  学生会員  ２，５００円 

     ビール込みの場合：  一般会員 ４，０００円  学生会員  ３，５００円 

☆ 参加は事前に申し込まれた方に限ります。なお、当日も余裕があれば受け付けますが、一般会員、

学生会員、非会員ともに、ノンアルコールの場合３，５００円、ビール込みの場合４，５００円です。 

☆ 参加される方は、同封の振込用紙により、９月２８日（金）までにお申し込み下さい。 

Participation fee: 3,000 yen for members and 2,500 yen for student members should be paid by 

September 28. If you like to drink beer, please add 1,000 yen. 
************************************************************************************************** 

１）学内・周辺で当日利用できるレストラン/コンビニはありません。昼食が必要な方は、 

事前にすまされるか、ご持参ください。なお、大学の中では、自動販売機で菓子パンと 

インスタントラーメンのみがあります。 

-    ２）駐車場が利用できますので、お車での来学も可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通の便は彦根駅から滋賀県立大学行きの臨時バス１．と２．がもっとも便利です。 

１．JR大阪駅9:30－京都駅10：00－彦根駅着10:46 （電車賃 京都駅－彦根駅1,110円） 

彦根駅臨時バス滋賀県立大学行き10:55－滋賀県立大学前着11：15 （バス代200円） 

２．JR大阪駅10:30－京都駅11：00－彦根駅着11:46 （電車賃 京都駅－彦根駅1,110円） 

彦根駅臨時バス滋賀県立大学行き11:55－滋賀県立大学着12：15 （バス代200円） 

＊ 臨時バスは彦根駅バスターミナル5番乗り場から出ます。 

＊ なお、南彦根駅からも定期バスの運行（所要時間15分）がありますのでご利用ください。

時刻表はhttp://www.linc.usp.ac.jp/bus/bus.htmでご覧になれます。 

 

帰り 滋賀県立大学前から市バスは17：23発－JR彦根着17:43があります。 

懇親会終了19：30 1.は定期便、2.は臨時便です。 

１．滋賀県立大学前市バス19：32－彦根駅着19：56  

JR彦根駅発20：01発－京都駅20：47－大阪駅着21：18 

２．滋賀県立大学前臨時バス19：50－彦根駅着20：10 

JR彦根駅20：21発－京都駅21：08－大阪駅着21：38  

＊JRの列車時刻は8月現在のものです。10月の時刻表は各自でご確認ください。 

http://www.linc.usp.ac.jp/bus/bus.htm


滋賀県立大学案内図 

 

大会会場 交流センター（８番の建物）    

      懇親会会場 看護棟食堂（交流センターすぐ横）         県立大バス停 

 

 


